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謹　賀　新　年

雨
巻
山

（
栃
木
百
名
山
）
ご
来
光

撮影者：城野徹

　

益
子
町
と
茂
木
町
の
境
に
雨
巻
山
・
標

高
５
３
３
ｍ
が
屹
立
す
る
。
登
山
ル
ー
ト

は
数
多
く
あ
り
益
子
町
営
駐
車
場
か
ら
山

頂
ま
で
の
最
短
コ
ー
ス
（
８
５
分
）、
山

頂
に
立
ち
茨
城
県
、
太
平
洋
の
方
角
か
ら

昇
る
朝
陽
に
壮
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
感
じ

心
も
洗
わ
れ
合
掌
。
歴
史
文
化
の
宝
庫
で

あ
る
上
大
羽
地
区
に
は
国
指
定
重
要
文
化

財
の
地
蔵
院
、
綱
神
社
、
大
倉
神
社
が
あ

り
、
県
指
定
の
宇
都
宮
家
三
三
代
の
墓
所

も
あ
る
。
地
蔵
院
手
前
か
ら
綱
神
社
参
堂

を
通
り
、
時
計
周
り
に
登
る
コ
ー
ス
も
お

薦
め
、
東
小
丸
山
４
３
０
ｍ
か
ら
タ
イ
タ

ニ
ッ
ク
岩
、
足
尾
山
４
１
３
ｍ
、
御
嶽
山

４
３
３
ｍ
、
獅
子
転
げ
坂
、
雨
巻
山
を
頂

点
に
三
登
山
４
３
３
ｍ
、
西
小
丸
山
３
４

０
ｍ
、
板
橋
林
道
か
ら
町
営
駐
車
場
に
下

り
、
東
に
小
峠
を
越
え
て
も
み
じ
橋
を
渡

り
、
堂
が
入
沢
親
水
公
園
か
ら
地
蔵
院
と

縦
走
す
る
。
ま
た
雨
巻
山
か
ら
茂
木
方
面

に
下
り
、高
峰
５
２
０
ｍ
（
栃
木
百
名
山
）、

を
登
り
返
す
コ
ー
ス
、
そ
の
他
に
も
た
く

さ
ん
の
コ
ー
ス
が
あ
り
、
山
の
会
の
有
志

が
定
期
的
に
整
備
し
て
く
れ
て
い
て
大
変

登
り
や
す
い
人
々
に
愛
さ
れ
る
素
晴
ら
し

い
山
々
で
す
。
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新
年
の
ご
挨
拶

新
年
の
ご
挨
拶真岡税務署長

櫻井　保晴

会長

諸伏 勇治

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。

本
年
が
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
に
と
り

ま
し
て
輝
か
し
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご

祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
年
中
は
、
会
活
動
に
対
す
る
深
い
ご
理
解

と
ご
支
援
を
賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま

す
。

　

CO
VID

-19

も
、
一
昨
年
第
5
類
感
染
症

に
移
行
し
、
蔓
延
前
の
生
活
に
戻
り
始
め

ま
し
た
。
し
か
し
、
私
た
ち
の
生
活
環
境
は
、

大
き
く
変
化
し
単
純
に
元
へ
戻
る
と
い
う
こ

と
に
は
な
ら
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
を
顧
み
ま
す
と
、
石
川
県
能
登
地

方
を
震
源
と
す
る
地
震
が
一
月
一
日
午
後
に

発
生
し
、
輪
島
市
と
志
賀
町
で
震
度
7
を

観
測
。
石
川
、
富
山
、
新
潟
、
山
形
県
な

ど
広
範
囲
に
津
波
が
到
達
。
死
者
４
０
０

人
超
の
甚
大
な
災
害
で
新
年
を
迎
え
ま
し

た
。
被
害
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
こ
こ
ろ
よ
り

お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
私
た
ち
を
取
り

巻
く
環
境
も
、
集
中
豪
雨
、
異
常
高
温
な

ど
の
気
象
変
動
や
、
為
替
の
大
き
な
変
動
、

原
材
料
高
に
よ
る
物
価
上
昇
、
人
手
不
足

な
ど
大
き
な
変
化
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
海
外
に
目
を
向
け
ま
す
と
ロ
シ
ア

に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や
中
東
イ
ス
ラ
エ

ル
で
パ
レ
ス
チ
ナ
の
ガ
ザ
地
区
か
ら
の
大
規

模
な
攻
撃
が
あ
り
、
イ
ス
ラ
エ
ル
軍
も
報
復

と
し
て
ガ
ザ
地
区
へ
の
軍
事
作
戦
を
開
始

し
双
方
に
人
的
・
物
的
被
害
が
増
え
、
い
つ

収
束
す
る
か
わ
か
ら
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

私
ど
も
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
多
方

面
に
わ
た
り
先
行
き
不
透
明
な
大
変
厳
し

い
経
済
環
境
で
あ
り
ま
し
た
。
一
方
、JAX

A

の
月
探
査
機
が
、
日
本
の
無
人
探
査
機
と
し

て
初
め
て
月
面
着
陸
に
成
功
し
た
ニ
ュ
ー
ス

や
米
大
リ
ー
グ
・
ド
ジ
ャ
ー
ス
の
大
谷
翔
平

選
手
が
メ
ジ
ャ
ー
史
上
初
の
50
本
塁
打• 

50

盗
塁
を
達
成
、
2
年
連
続
本
塁
打
王
・
2

年
連
続M
VP

獲
得
す
る
な
ど
明
る
い
話
題

も
あ
り
ま
し
た
。

　

私
ど
も
法
人
会
は
、
企
業
の
発
展
を
支

援
し
、
地
域
の
振
興
に
寄
与
す
る
と
と
も

に
、
国
と
社
会
の
繁
栄
に
貢
献
す
る
経
営
者

の
団
体
で
す
。
税
知
識
の
普
及
や
納
税
意
識

の
高
揚
、
税
制
改
正
に
関
す
る
提
言
活
動

を
は
じ
め
、
租
税
教
育
活
動
や
地
域
へ
の
社

会
貢
献
活
動
を
中
心
に
事
業
を
展
開
し
て

い
ま
す
。
会
員
相
互
の
親
睦
・
異
業
種
交
流

な
ど
を
図
り
な
が
ら
、
魅
力
あ
る
法
人
会

を
目
指
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
昨
年
は
初
め
て
の
試
み
で
「
新

入
会
員
の
つ
ど
い
」
を
開
催
し
、
役
員
と
新

入
会
員
の
親
睦
を
図
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

今
後
の
課
題
と
し
て
、
財
政
基
盤
の
強
化
に

繋
が
る
会
員
増
強
と
福
利
厚
生
制
度
の
充

実
は
最
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

２
０
２
５
年
の
干
支
は
巳
で
す
。
巳
年
は

新
し
い
時
代
が
始
ま
る
起
点
と
な
る
年
で
あ

り
実
を
結
ぶ
年
と
も
言
わ
れ
ま
す
。

　

本
年
も
、
法
人
会
活
動
に
対
し
て
一
層
の

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、

会
員
企
業
の
皆
様
の
ご
隆
盛
と
ご
健
勝
を

心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。一般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
の
皆
様
方
に

お
か
れ
ま
し
て
は
、
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え

の
こ
と
と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

旧
年
中
は
、「
納
税
表
彰
式
」の
挙
行
、「
税

を
考
え
る
週
間
」
行
事
で
あ
る
実
務
者
講
演

会
の
開
催
、「
絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
審
査
会
」

や
定
額
減
税
の
広
報
な
ど
、
諸
伏
会
長
は
じ

め
役
員
並
び
に
会
員
の
皆
様
方
に
は
、
税
務

行
政
全
般
に
わ
た
り
、
深
い
ご
理
解
と
多
大

な
ご
尽
力
を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
昨
年
六
月
に
は
デ
フ
レ
脱
却
に
向
け

た
経
済
政
策
と
し
て「
定
額
減
税
」
が
実
施

さ
れ
て
お
り
ま
す
。こ
の
政
策
に
伴
い
、
昨
年

の
年
末
調
整
で
は
年
調
減
税
に
関
す
る
事
務

を
事
業
者
の
皆
様
方
に
お
願
い
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
場
を
お
借
り
し
ま
し
て
皆
様
方
の
ご
理

解
と
ご
協
力
に
改
め
て
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

間
も
な
く
令
和
六
年
分
所
得
税
等
の
確

定
申
告
の
時
期
を
迎
え
ま
す
。

　

税
務
署
で
は
、ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し

た
申
告
を
は
じ
め
、自
宅
か
ら
の
電
子
申
告（
ｅ

‐
Ｔ
ａ
ｘ
）
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。
特
に
、マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
連
動
し
た
政
府
運
営
の

オ
ン
ラ
イ
ン
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ

ル
と
の
連
携
を
し
て
い
た
だ
い
た
上
で
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
や
パ
ソ
コ
ン
を
利
用
し
て
確
定
申
告

を
し
ま
す
と
、
年
金
の
源
泉
徴
収
票
や
会
社

が
ｅ
‐
Ｔ
ａ
ｘ
で
提
出
し
た
給
与
の
源
泉
徴
収

票
の
情
報
が
自
動
で
入
力
さ
れ
る
ほ
か
、
医

療
費
や
生
命
保
険
料
控
除
な
ど
の
各
種
所
得

控
除
の
デ
ー
タ
も
自
動
で
入
力
さ
れ
る
た
め
、

確
定
申
告
書
の
作
成
時
間
が
短
縮
す
る
な
ど
、

メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま

す
。

　

皆
様
方
の
会
社
の
従
業
員
の
方
々
に
も
周

知
・
広
報
を
し
て
い
た
だ
き
、
是
非
、
所
得
税

等
の
確
定
申
告
が
必
要
な
場
合
に
は
、マ
イ
ナ

ポ
ー
タ
ル
連
携
・
ス
マ
ホ
申
告
を
活
用
し
て
い

た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

結
び
に
当
た
り
ま
し
て
、
本
年
が一般
社
団

法
人
真
岡
法
人
会
に
と
り
ま
し
て
更
な
る
飛

躍
の
年
と
な
り
ま
す
よ
う
、ま
た
、
会
員
の
皆

様
方
の
ご
健
勝
と
事
業
の
ご
繁
栄
を
祈
念
申

し
上
げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

本
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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あ
け
ま
し
て

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

二
宮
支
部
長

新
井 　
　

明

益
子
支
部
長

篠
原 　

泰
三

茂
木
支
部
長

髙
松 

壽
太
郎

市
貝
支
部
長

田
村 　

浩
次

芳
賀
支
部
長

杉
田 

貞
一
郎

真
岡
支
部
長

秋
山 　

康
雄

　
令
和
七
年
度
税
制
改
正
提
言
書

一
市
四
町
首
長
等
へ
提
出
　

　

一
般
社
団
法
人
真
岡
法
人
会
は
、
税
の

オ
ピ
ニ
オ
ン
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
公
平
で
健

全
な
税
制
の
実
現
を
目
指
し
、
会
員
企
業

の
意
見
や
要
望
を
反
映
し
な
が
ら
税
の
あ

る
べ
き
姿
や
将
来
像
を
見
据
え
て
建
設
的

な
提
言
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
提
出
し
た
令
和
七
年
度
税
制
改
正

に
関
す
る
提
言
書
は
、
全
国
の
法
人
会
税

制
委
員
、
役
員
を
中
心
に
税
制
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
し
、
全
国
法
人
会
総
連
合
（
全

法
連
）
が
取
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

　

真
岡
法
人
会
で
は
、
十
一
月
に
郡
内
一

市
四
町
の
各
首
長
、
議
長
を
表
敬
訪
問
す

る
と
と
も
に
、
提
言
書
に
よ
り
地
方
行
政

運
営
の
改
革
等
に
つ
い
て
各
支
部
長
、
税

制
委
員
が
提
言
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

＊
提
言
書
に
つ
き
ま
し
て
は
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

左から、諸伏会長、石坂市長、
新井二宮支部長

左から、和久税務課長、広田町長
篠原益子支部長

左から
渡辺議長、古口町長、髙松茂木支部長、渡辺茂木副支部長

左から
大関町長、竹石税制委員、杉田芳賀支部長

左から
田村市貝支部長、入野町長、河野税制委員
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税
を
考
え
る
週
間

　
税
を
考
え
る
週
間

実
務
者
講
演
会
　

実
務
者
講
演
会
　

第
３
８
回

「
法
人
会
全
国
青
年
の
集
い
」

福
井
大
会

　

真
岡
法
人
会
、
税
理
士
会
真
岡
支
部
、

真
岡
間
税
会
の
共
催
に
よ
る
「
実
務
者
講

演
会
」
は
、
去
る
十
一
月
八
日
（
金
）
午

後
三
時
か
ら
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
に
て
、

会
員
・
関
係
者
・
一
般
の
方
合
わ
せ
て
九

十
名
が
出
席
し
開
催
し
ま
し
た
。

第
一
部		

真
岡
税
務
署

		


署
長　

櫻
井
保
晴
氏

「
国
税
庁
の
組
織
と
取
組
」

　

第
一
部
は
、
昨
年
七
月
に
着
任
さ
れ
た

櫻
井
真
岡
税
務
署
長
よ
り
国
税
庁
の
組
織

理
念
・
税
務
行
政
の
将
来
像
な
ど
お
話
い

た
だ
き
、
最
後
に
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
納
付

の
利
用
拡
大
等
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

第
二
部

	

宇
都
宮
ラ
イ
ト
レ
レ
ー
ル
㈱

	

常
務
取
締
役　

中
尾
正
俊
氏

	

「
Ｌ
Ｒ
Ｔ
は
地
域
の

街
づ
く
り
の
装
置
」

　

第
二
部
は
、
昨
年
八
月
に
開
業
し
た
宇

都
宮
ラ
イ
ト
レ
ー
ル
に
つ
い
て
、
宇
都
宮

市
や
芳
賀
町
の
取
り
巻
く
環
境
や
状
況
・

Ｌ
Ｒ
Ｔ
導
入
に
至
っ
た
経
緯
・
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の

特
徴
・
今
後
の
展
望
等
、
さ
ら
に
は
日
本

の
路
面
電
車
や
世
界
の
路
面
電
車
の
紹
介

な
ど
大
変
興
味
深
い
内
容
で
、
来
場
者
に

も
好
評
を
い
た
だ
い
た
講
演
で
し
た
。

　

令
和
６
年
１

１
月
７
日
～
８

日
、
フ
ェ
ニ
ッ
ク

ス
・
プ
ラ
ザ　

エ

ル
ピ
ス
大
ホ
ー

ル
、
コ
ー
ト
ヤ
ー

ド
・
バ
イ
・
マ
リ

オ
ッ
ト
福
井
、
サ

ン
ド
ー
ム
福
井
を

会
場
と
し
て
全
国

の
青
年
部
会
会
員

約
２
０
０
０
名
が

参
加
し
て
、
今
年

は
「
福
の
國
よ
り

未
来
を
研（
み
が
）

け
！
～
志
を
立

て
、
新
時
代
の
扉

を
開
こ
う
～
」
を

大
会
ス
ロ
ー
ガ
ン

に
、
第
３
８
回
法

人
会
全
国
青
年
の

集
い「
福
井
大
会
」

が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
全
国
青
年

の
集
い
は
、
青
年
部
会
員
の
研
鑽
や
交
流

の
場
と
し
て
、
全
国
各
地
で
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
る
も
の
で
す
。
当
真
岡
法
人
会
か

ら
は
、
荻
野
博
志
青
年
部
会
長
と
林
洋
一

理
事
、
太
田
浩
彰
相
談
役
、
山
口
久
史
朗

会
員
、
小
野
秀
之
会
員
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

青
年
部
会
長
が
数
十
の
テ
ー
ブ
ル
に
分
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第
１
３
回
税
に
関
す
る

絵
は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル

　

真
岡
法
人
会
女
性
部
会
主
催
、
国
税
庁

後
援
に
よ
る
第
１
３
回
「
税
に
関
す
る
絵

は
が
き
コ
ン
ク
ー
ル
」
の
審
査
会
が
１
１

月
２
９
日
（
金
）
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風

に
て
行
わ
れ
、
応
募
数
１
３
５
点
の
中
か

ら
優
秀
作
品
５
９
点
を
選
出
し
ま
し
た
。

　

本
年
度
の
作
品
は
、
真
岡
税
務
署
管
内

の
１
市
４
町
の
教
育
委
員
会
へ
依
頼
し
、

全
て
の
小
学
校
へ
募
集
を
行
い
ま
し
た
。

真
岡
小
・
亀
山
小
・
西
田
井
小
・
山
前
小
・

田
野
小
・
七
井
小
・
小
貝
小
・
芳
賀
東
小
・

芳
賀
南
小
・
芳
賀
北
小
学
校
の
１
０
校
の

６
年
生
よ
り
ご
応
募
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

展
示
に
つ
き
ま
し
て
は
例
年
通
り
２
月

ご
ろ
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
。

【
真
岡
法
人
会
長
賞
】

稲
垣
文
大
（
芳
賀
東
小
）

【
女
性
部
会
長
賞
】

螺
良
乙
華
（
山
前
小
）

【
真
岡
税
務
署
長
賞
】

　
　

平
島
颯
人
（
芳
賀
東
小
）

【
金
賞
】
鈴
木
絢
菜
（
真
岡
小
）

　
　
　
　

森
山
媛
禾
（
真
岡
小
）

　
　
　
　

小
寺　

凛
（
芳
賀
東
小
）

【
銀
賞
】
石
﨑
叶
愛
（
真
岡
小
）

　
　
　
　

髙
田　

絢
（
七
井
小
）

　
　
　
　

寺
方
瑠
威
（
七
井
小
）

　
　
　
　

廣
木
翔
悟
（
芳
賀
東
小
）

【
銅
賞
】
大
岩
侑
菜
（
七
井
小
）

　
　
　
　

安
田
龍
希
（
七
井
小
）

　
　
　
　

倉
本　

奏
（
小
貝
小
）

　
　
　
　

窪
田
柚
希
（
芳
賀
東
小
）

か
れ
て
討
議
「
円
卓
会
議
」
で
は
一
緒
に

活
動
す
る
仲
間
作
り
を
進
め
る
た
め
の
、

「
会
員
拡
大
」
を
テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

租
税
教
室
プ
レ
ゼ
ン
で
は
、
鹿
沼
日
光

法
人
会
が
発
表
し
ま
し
た
。
ま
た
部
会
長

ウ
ェ
ル
カ
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
で
親
睦
を
深
め
、

翌
日
サ
ン
ド
ー
ム
福
井
で
行
わ
れ
た
、
元

フ
ジ
テ
レ
ビ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
笠
井
信
輔
氏

の
講
演
「
足
し
算
で
生
き
る
～
が
ん
ス

テ
ー
ジ
４
か
ら
の
生
還
～
」
と
題
し
、
血

液
の
が
ん
、
悪
性
リ
ン
パ
腫
か
ら
復
帰
す

る
ま
で
の
激
動
の
日
々
や
、
そ
れ
に
よ
っ

て
得
た
「
引
き
算
と
足
し
算
の
縁
」
な
ど

に
つ
い
て
の
講
話
を
拝
聴
し
、
未
来
に
向

か
っ
て
前
向
き
に
生
き
る
こ
と
の
重
要
性

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
、
大
変
有

意
義
な
２
日
間
と
な
り
ま
し
た
。
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研
修
旅
行
の
ご
案
内

　
財
務
省
及
び
国
税
庁

令
和
６
年
度
納
税
表
彰
　

女
性
部
会
の
皆
様
へ

　

真
岡
税
務
署

令
和
六
年
度
納
税
表
彰　

　

長
年
に
わ
た
り
納
税
並
び
に
法
人
会
活

動
等
に
多
大
な
る
功
績
の
あ
っ
た
方
の
表

彰
が
十
一
月
十
二
日
、
Ｋ
Ｏ
Ｂ
Ｅ
Ｌ
Ｃ
Ｏ

真
岡
市
民
い
ち
ご
ホ
ー
ル
小
ホ
ー
ル
で
行

わ
れ
ま
し
た
。
真
岡
法
人
会
か
ら
田
村
浩

次
氏
、
伊
藤
正
一
氏
が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
ご
期
待
申
し
上

げ
ま
す
。　

◎
真
岡
税
務
署
長
表
彰

�

田
村
浩
次
（
副
会
長
）

�

伊
藤
正
一
（
理　

事
）

　

財
務
省
及
び
国
税
庁
は
令
和
６
年
度
の

納
税
表
彰
者
を
決
め
た
。
財
務
大
臣
表
彰

は
５
０
名
、
国
税
庁
長
官
表
彰
は
８
５
名
。

表
彰
式
は
去
る
１
０
月
２
３
日
に
東
京
都

港
区
の
三
田
共
用
会
議
所
で
開
催
さ
れ
、

当
法
人
会
か
ら
諸
伏
勇
治
会
長
が
国
税
庁

長
官
表
彰
を
受
賞
致
し
ま
し
た
。

益
子
支
部

　「
税
に
関
す
る
標
語
」

募
集
事
業
　

　

益
子
支
部
で
は
、
地
域
貢
献
事
業
と
し

て
、
今
年
度
は
町
内
の
小
学
６
年
生
を
対

象
と
し
た
「
税
に
関
す
る
標
語
」
の
募
集

を
実
施
し
、
１
０
月
９
日(

水)

益
子
町

商
工
会
館
に
て
審
査
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

作
品
は
１
５
２
点
の
応
募
が
あ
り
、
益

子
町
長
賞
は
益
子
小
の
髙
松
空
さ
ん
の

「
納
め
よ
う　

未
来
の
益
子
と　

ぼ
く
ら

の
た
め
に
」
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
、

教
育
長
賞
、
税
務
署
長
賞
、
商
工
会
長
賞
、

間
税
会
長
賞
、
法
人
会
支
部
長
賞
、
支
部

税
制
委
員
長
賞
が
各
１
点
、
金
融
機
関
特

別
賞
１
０
点
、
入
選
１
６
点
が
選
ば
れ
ま

し
た
。

　

尚
、
今
年
度
の
表
彰
式
は
行
わ
ず
、
各

小
学
校
へ
賞
状
・
記
念
品
を
お
渡
し
し
、

表
彰
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

入会者をご紹介ください 

ただいま、会員増強運動実施中です！ 

 法人会組織の拡充を図るため、会員増強運動を実施中です。現在、執行

部を中心に新設法人、未入会法人に対して加入勧奨を行っていますが、会

員皆様におかれましてもお知り合いの企業がございましたら是非ご紹介下

さるようお願い致します。紹介者には些少ですが謝礼を差し上げます。お

問い合わせは、本部事務局（☎0285-83-3477）または各支部事務局までご

一報いただければ大変幸甚です。 

　

コ
ロ
ナ
禍
に
な
り
、
毎
年
恒
例
で
あ
っ

た
研
修
旅
行
を
中
止
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
５
年
ぶ
り
に
研
修
旅
行
を
開
催

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
詳
し
く
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。
参
加
ご
希
望
の
方
は
、

各
支
部
事
務
局
へ
現
金
を
添
え
て
お
申
込

み
く
だ
さ
い
。

女
性
部
会
員
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
申

し
上
げ
ま
す
。

記

【
日
付
】

令
和
７
年
２
月
２
１
日
（
金
）

【
場
所
】	

東
京
方
面

	

豊
洲
千
客
万
来

	

チ
ー
ム
ラ
ボ

	

　

プ
ラ
ネ
ッ
ツ
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ

【
参
加
費
】
１
５
，
０
０
０
円

【
募
集
人
員
】
４
５
名

※
ラ
ン
チ
は「
海
鮮
バ
イ
キ
ン
グ
い
ろ
は
」

で
す
。
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第
７
回
税
金
ク
イ
ズ

女
性
部
宿
泊
研
修
会

事
業
委
員
会

決
算
期
別
説
明
会

　

今
年
度
の
宿
泊
研
修
旅
行
は
、
11
月
12

日
㈫
～
13
日
㈬
の
１
泊
２
日
で
、
箱
根
・

横
浜
方
面
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

１
日
目
の
箱
根
で
は
、
由
緒
あ
る
建
物

と
行
き
届
い
た
サ
ー
ビ
ス
が
素
晴
ら
し

い
「
富
士
屋
ホ
テ
ル
」
で
昼
食
を
味
わ
い
、

箱
根
神
社
で
は
神
聖
な
空
間
に
感
銘
を
受

け
ま
し
た
。
２
日
目
は
、
多
く
の
人
で
賑

わ
う
横
浜
元
町
や
中
華
街
で
、
シ
ョ
ッ
ピ

ン
グ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
旅
行
中
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
会
員
同
士
の
親
睦
が
充
分

に
図
れ
、
終
始
和
や
か
な
う
ち
に
研
修
会

を
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

一
般
社
団
法
人
真
岡

法
人
会
真
岡
支
部
女
性

部
で
は
、
11
月
２
３

日
（
祝
）
に
開
催
さ
れ

た
第
39
回
真
岡
市
産
業

祭
に
出
展
し
、
真
岡
支

部
女
性
部
の
正
副
部
長

及
び
広
報
委
員
が
中
心

と
な
っ
て
、
主
に
小
学

生
を
対
象
に
「
税
金
ク

イ
ズ
」
を
実
施
し
ま
し

た
。
こ
の
事
業
は
、
社

会
貢
献
活
動
の
一
環
と

し
て
行
っ
て
い
る
も
の

で
、
今
年
で
7
回
目
に

な
り
ま
す
。
当
日
は
晴

天
に
恵
ま
れ
開
始
か
ら

約
2
時
間
で
用
意
し
た

３
３
０
個
の
参
加
賞
が

無
く
な
る
盛
況
ぶ
り
で

し
た
。
本
イ
ベ
ン
ト
を

通
し
て
法
人
会
活
動
を

広
く
ア
ピ
ー
ル
す
る
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
真
岡
税
務
署
か
ら
お

借
り
し
た
一
億
円
の
レ

プ
リ
カ
も
展
示
し
実
際

の
重
さ
や
大
き
さ
を
体

験
い
た
だ
き
大
変
好
評
で
し
た
。

　

当
会
と
真
岡
税
務
署
共
催
の
決
算
期
別

説
明
会
を
左
記
の
通
り
行
い
ま
す
。
ご
出

席
い
た
だ
く
場
合
は
、
ご
都
合
の
よ
い
会

場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
今
回
は
１
・
２
・

３
月
決
算
の
法
人
が
対
象
と
な
り
ま
す
。

開
催
日
時

会
場

令
和
7
年

２
月
１
７
日(

月)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
7
年

２
月
１
８
日(

火)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

真
岡
商
工
会
議
所

真
岡
市
荒
町

１
２
０
３

令
和
7
年

２
月
１
９
日(

水)

１
４
時
～
１
５
時

３
０
分

芳
賀
町
商
工
会
館

芳
賀
町
祖
母
井
南

１
―
３
―
１

真
岡
支
部
女
性
部
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令
和
６
年
度
税
務
研
修
会

「
第
６
回
会
員
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
」
を
開
催

　

当
法
人
会
主
催
の
第
6
回
ゴ
ル
フ
大
会

（
真
岡
支
部
幹
事
）
が
去
る
１
１
月
２
６

日
（
火
）
真
岡
市
の
「
も
お
か
鬼
怒
公
園

ゴ
ル
フ
倶
楽
部
」
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
晴
天
の
素
晴
ら
し
い
コ
ン
デ
ィ

シ
ョ
ン
の
中
で
ゴ
ル
フ
を
通
し
て
参
加
者

の
親
睦
を
深
め
合
い
、
楽
し
い
大
会
と
な

り
ま
し
た
。

　

プ
レ
ー
終
了
後
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
で
表
彰

式
・
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
。
会
場
は
豪
華

賞
品
？
が
参
加
者
に
手
渡
さ
れ
る
と
、
成

績
に
関
係
な
く
大
い
に
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。

　

来
年
は
、
二
宮
支
部
が
幹
事
で
開
催
を

予
定
し
て
い
ま
す
。

（
親
睦
ゴ
ル
フ
大
会
上
位
成
績
）

【
優　

勝
】
俣
野
保
（
事
務
局
ネ
ッ
ト

71.4

）

【
準
優
勝
】
小
玉
裕
一
（
芳
賀
支
部
ネ
ッ

ト72.0

）

【
第
３
位
】
渡
辺
成
行
（
茂
木
支
部
ネ
ッ

ト72.7

）

【
ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
】　

一
般
の
部　
　

大
関
強
（
二
宮
支
部
グ
ロ
ス
74
）

	

シ
ニ
ア
の
部　

杉
山
務
（
真
岡

支
部
グ
ロ
ス
92
）

法
人
会
真
岡
支
部
「
視
察
研
修
」

　
横
須
賀
市
・
横
浜
市
方
面

　

真
岡
法
人
会
真
岡
支
部
で
は
、
視
察
研

修
会
を
１
１
月
２
０
日
（
水
）~

２
１
日

（
木
）
に
行
い
ま
し
た
。

　

１
５
名
が
参
加
し
、
神
奈
川
県
横
須
賀

市
・
横
浜
市
を
視
察
し
ま
し
た
。

　

日
露
戦
争
に
お
い
て
ロ
シ
ア
艦
隊
を

撃
滅
し
た
「
記
念
艦 

三
笠
」
の
観
覧
や

「YO
KO

SU
KA

軍
港
め
ぐ
り
」
へ
参
加
し
、

貴
重
な
戦
艦
の
数
々
を
視
察
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、「
猿
島
」
に
は
森

林
と
明
治
期
の
要
塞
跡
が
混
在
し
て
お
り
、

雰
囲
気
の
あ
る
眺
望
に
、
歴
史
を
感
じ
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
「
横
浜
中
華
街
」
で
は
、
参
加
者
が
自

由
に
散
策
し
な
が
ら
、
建
物
や
食
べ
物
、

人
々
ま
で
も
が
華
や
か
で
、
活
気
の
あ
る

街
を
堪
能
し
、
統
一
感
の
あ
る
情
景
に
、

元
気
と
癒
し
を
も
ら
い
ま
し
た
。

　

真
岡
支
部
で
は
、
10
月
28
日
㈪
に
「
法

人
版
事
業
承
継
税
制
」
に
つ
い
て
の
税
務

研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
30
名
近
い
会
員
が
参
加
し
、
篠

﨑
税
理
士
が
講
師
と
な
り
、
事
業
承
継
で

引
き
継
ぐ
要
素
や
種
類
、
非
上
場
株
式
に

つ
い
て
の
贈
与
税
・
相
続
税
の
納
税
猶
予
・

免
税
（
法
人
版
事
業
承
継
税
制
）
の
あ
ら

ま
し
に
つ
い
て
や
「
一
般
措
置
」
と
「
特

例
措
置
」
の
制
度
等
の
説
明
を
受
け
ま
し

た
。

　

今
後
も
税
制
改
正
に
伴
い
、
そ
の
時
期

に
あ
っ
た
研
修
会
を
実
施
し
て
い
く
予
定

で
す
。新

成
人
へ
の
税
務
啓
発
活
動

　

当
会
で
は
、
新
成
人
（
旧
成
人
式
出
席

対
象
者
）
に
対
し
税
務
啓
発
用
と
し
て
、

小
冊
子
・
筆
記
用
具
等
を
管
内
各
市
町
の

式
典
に
て
配
布
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

小
冊
子
は
法
人
会
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が

登
場
し
、
税
金
に
関
し
て
ク
イ
ズ
も
織
り

交
ぜ
た
わ
か
り
や
す
い
内
容
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
改
め
て
、
２
０
歳
に
な
っ
た
皆

様
に
税
金
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
い
た
い

と
毎
年
実
施
し
て
い
ま
す
。
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【 ２月１３日（木）開催 新春講演会 参加申込書 】 

 

支部名   参加者氏名 

事業所名    

参加区分 １．講演会のみ  ２．講演会と懇親会 
   ※いずれか一方に〇印をお願いします。 

  

※ご記入いただきました個人情報は、本講座開催に係る各種連絡、本人確認、名簿作成のためにのみ使用いたします。 
 

令和７年２月１３日（木）１５:００～１６:３０ 
 

田
た

﨑
ざき

 史郎
し ろ う

 氏 
 

福井県坂井郡三国町（現坂井市）生まれ。福井県立藤島高校を経て
昭和 44年（69年）４月、中央大学法学部法律学科入学、同 48年
(1973 年)３月卒業。昭和 48年（73年）４月、時事通信社入社。
経済部、浦和支局を経て 54年（79年）４月から政治部。昭和 57
年（82年）４月から平河（自民党担当）記者クラブで２年 9ヶ月
間、田中角栄元総理が率いる田中派を担当。現在は政治ジャーナリ
スト。自民党はじめ公明党、野党各党などを幅広く取材。政治取材
は 45年余。社会資本整備審議会公共用地分科会委員。 
  

 

 

 

講 師 

令和６年度新春講演会 

200名(定員なり次第締め切りさせて頂きます) 無料 
（一社）真岡法人会 TEL.0285-83-3477 FAX.0285-83-3488 
 

フォーシーズン静風 （住所：真岡市台町11-8 TEL：0285-82-3388） 

【懇親会】講演会終了後、会員の方は新春恒例の懇親会を講師も参加して開催します 
ので合せてご参加下さいますようご案内申し上げます。（会費6,000円） 

【参加申込】講演会並びに懇親会の参加申込につきましては、 
下表により法人会本部または所属支部まで FAXにてお申込み下さい。  

〇真岡支部 FAX82-7967 〇二宮支部 FAX74-2737 〇益子支部 FAX72-5881 
〇茂木支部 FAX63-4658 〇市貝支部 FAX68-0485 〇芳賀支部 FAX028-677-2909 

揺れ動く内外情勢と 
  これからの政治経済 

お申し込みはコピーしてご使用下さい
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～ ～ 税 務 署 か ら の お 知 ら せ ～ ～

国税庁・国税局・税務署では、税務行政の
デジタル化における手続の見直しの一環と
して、令和７年１月から、申告書等の控えに
収受日付印の押なつを行っておりません。

申告書等の提出事実等の確認方法に関す
るリーフレットをお配りしていますので、必
要な方はお近くの職員にお声がけください。

リーフレットのサンプル
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に
の
み
や
商
工
会

“
　
初
　
”

新
春
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
開
催

　

に
の
み
や
商
工
会
で
は
、
一
月
二
十
四

日
（
金
）
に
、
フ
ォ
ー
シ
ー
ズ
ン
静
風
で
、

「
新
春
ビ
ジ
ネ
ス
交
流
会
」
を
開
催
い
た

し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
今
ま
で
の
新
春
講
演
会
に
変

わ
り
実
施
す
る
も
の
で
、
商
工
会
の
活
動

に
長
年
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
会
員
を

は
じ
め
、
新
規
会
員
、
女
性
部
、
青
年
部

な
ど
、
会
員
同
士
の
交
流
・
懇
親
を
さ
ら

に
深
め
る
機
会
と
す
る
も
の
で
す
。

　

あ
の
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
改
め
て
顔
を

合
わ
せ
て
交
流
す
る
こ
と
の
大
切
さ
が
わ

か
り
ま
し
た
。

　

何
も
む
ず
か
し
い
話
で
は
な
く
、
食
事

を
し
な
が
ら
、
懇
親
の
中
で
久
し
ぶ
り
に

会
え
て
良
か
っ
た
。
と
い
う
こ
と
も
・
・
・

新
規
会
員
の
方
も
新
た
に
知
り
合
う
こ
と

で
、
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス
拡
大
の
場
と

し
て
、
会
社
のPR

チ
ラ
シ
もO

K

で
す
。

異
業
種
の
交
流
の
場
と
し
て
、
ふ
る
さ
と
、

に
の
み
や
の
地
で
、
会
員
同
士
が
顔
を
合

わ
せ
、親
睦
を
深
め
、互
い
に
希
望
を
も
っ

て
持
続
的
な
経
営
発
展
を
目
指
し
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　
に
の
み
や
地
区

　
『
い
た
ど
ま
ち
＆

ど
ん
と
こ
い
広
場
の
音
楽
祭
』
　

開
催
　

　

令
和
6
年
12
月
1
日
、
日
曜
日
、
久
下

田
駅
前
ど
ん
と
こ
い
広
場
で
『
い
た
ど
ま

ち
＆
ど
ん
と
こ
い
広
場
の
音
楽
祭
』　

が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
い
た
ど
ま
ち
」
の
起
源
は
、
古
く
戦

国
時
代
か
ら
と
言
わ
れ
て
お
り
、
農
家
は

11
月
に
米
が
売
れ
て
現
金
で
き
る
と
、「
い

た
ど
ま
ち
」
の
時
に
、
1
年
分
の
支
払
に

来
る
。
お
店
は
そ
の
客
を
ご
馳
走
で
も
て

な
す
。
と
こ
う
い
っ
た
具
合
に
、
お
互
い

信
用
で
成
り
立
っ
て
い
た
文
化
が
あ
り
ま

し
た
。

　

今
で
は
、
魅
力
あ
る
地
域
づ
く
り
と
地

域
商
店
街
の
活
性
化
を
図
る
た
め
毎
年
開

催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
も
、
模
擬
店
、
キ
ッ
チ
ン
カ
ー
の

グ
ル
メ
コ
ー
ナ
ー
、
音
楽
や
ダ
ン
ス
、
ビ

ン
ゴ
ゲ
ー
ム
、
な
ど
「
食
べ
て
・
見
て
・

聴
い
て
・
参
加
し
て
」　

の
楽
し
い
1
日

と
な
り
ま
し
た
。
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宇都宮支社/
栃木県宇都宮市大通り4-1-18（宇都宮大同生命ビル4F）
TEL 028-622-2641

宇都宮支店/
栃木県宇都宮市松が峰1-3-15（富士火災宇都宮ビル2F）
TEL 028-346-4100


